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性子散乱の実験から, 1. この系は Isingスピングラスに近いこと, 2. スピン間の相関距離
○
は数 10A程度であり,方向依存性があること,3･ スピン間の相関がrg よりずっと上の温
度まで認められること,などの結果が得られている｡
今後,いろいろな測定手段 を用いて,スピンの時空相関について研究を進めたいと考えてい
る｡
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